
 

 

2016 年 7 月 28 日 

京セラ丸善システムインテグレーション株式会社は、平成 28 年 12 月 1 日に当社事業を親会社である京セラコミュニ

ケーションシステム株式会社と統合しました。記載されている情報は発表日時点のものです。 
サービス内容や製品ラインナップなど記載内容が最新の情報と異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 

【図書館訪問記】多治見市図書館 

 

2007 年 4 月より、京セラ丸善の公共図書館システム「ELCIELO」をご利用いただいて

いる多治見市図書館は、陶磁器の町として知られる、岐阜県の南部に位置する東濃地方

の中核都市です。 

同館は、図書館の本だけではなく地元にある様々な施設の情報や多治見市にゆかりの

ある人の情報などを図書館が集めて編集し、市民に提供することを常に意識しています。

中でも地域の産業に根差した陶磁器のコレクションは、8,000 点にも及び、収集が容易で

ない図録だけでも約 1,500 タイトルを超えています。  

2015 年 11 月には、公共図書館の先進的な活動を称える「 Library of  the Year  2015」

（主催：NPO 知的資源イニシアチブ ）大賞を受賞、その功績が高く評価されています。

同館の熊谷 雅子館長に、今回の受賞につながった取り組みについて伺いました。 

 

≪「司書が足で稼ぐ」コレクション≫ 

大賞受賞につながった陶磁器コレクションは、10 年

程前から本格的に収集活動が開始されました。市民

の為に何を集めたらいいのか、どんなものを求めて

いるのか、美術館や陶芸家にアドバイスをうけてコ

レクションを積み重ねてきました。 

本館 3 階の陶磁器資料コレクションのコーナーには、

8,000 点の資料が並んでいます。読み手の立場に立ち、

独自の基準で分類されています。陶磁器作りやデザイン

を学ぶ学生、生産者、また美術愛好家、様々な利用者の 

ニーズに応じた収集・分類がなされています。 

そして、図書、図録、陶磁器の講義で使われた講義資料

など、そのコレクションは多岐に及びます。なかでも

美術館や百貨店で発行された展覧会図録は、ほとんど

書店で扱われないため、探しに行かないと見つからな

いものです。 

多治見市図書館では、このように流通しない図録などの

貴重な資料を司書が直接訪問し収集しています。全国

の美術館から陶芸家、資料提供を申し出てくださった

市民の自宅まで、訪問先は様々です。 

「美術館のミュージアムショップでは、スマートフォンで『ELCIELO』の OPAC を

立ち上げて、蔵書検索し、該当のなかった数多くの資料を直接買い付けたこともあります。

また、あるときは市民から『古い蔵を今から壊す』との、飛び込みの情報をいただき、

すぐに収集に向かうこともありました。 

多治見市図書館 館長 熊谷 雅子氏 

陶磁器資料コレクション  



 

時には『図書館で活用してもらえるなら寄贈します』と、

自宅で保管している貴重な資料をいただくこともあります。

図書館に対して、地元の方が積極的に協力をしてくださる

風土があります」と、熊谷館長は話します。 

そして、その風土は「Library of the Year 2015」大賞

を受賞後、さらに広がりをみせています。「受賞後、

様々なメディアで多治見市図書館の取り組みを紹介して

いただきました。市民の皆様にも、受賞を大変喜んで

いただきました。私たちの取り組みを知っていただく機会が増えたことで、情報提供が

増えて、ますます市民からの協力が得られやすくなりました」。市民と図書館が協同して、

陶磁器コレクションは発展し続けています。 

「私たちは、図書館としてやるべきことを当たり前にやっているだけだと思っています。

地元のものをきちんと保管して整理し、提供するという、基本に沿ったことを地道に

やっているだけです」と、熊谷館長は続けます。 

こうした本来図書館が取り組むべき課題に向き合う上で、収集の難しい図録などを

『司書が足で稼ぐ』という多治見市図書館の収集活動のありようが、他の図書館に対し

極めて示唆的であるとして、今回の大賞受賞につながっています。 

 

≪未来につながる図書館づくり≫ 

「今後は、陶磁器の本だけではなく、よりよい町をつくっていく為に、自分達の町の

良さや行政を含めた町の魅力を伝えていきたいと考えています。図書館は子供から高齢者

まで広く利用していただける場所であることから、図書館で町の良さを知っていただく

ことで、行政の部署の一つとしても機能させたいと思っています。 

また、多治見市図書館の分館のひとつである、『多治見市子ども情報センター』や、

本館建物内にある『子どもの権利相談室』には子供達の相談室があります。0 歳から 19 歳

までの子供達に、本だけでなく居心地のよい場所も提供し、自ら学び成長する力を支援

していきます」と、熊谷館長は今後の抱負について話します。 

 

≪利用者サービスの更なる向上を目指して≫ 

多治見市図書館の利用者サービスに対する思いは、図書館

システムの機能向上にも表れています。2016 年 7 月、京セラ丸善

の公共図書館システム「ELCIELO」にカーリル社提供の「とことん

サーチ」と連携する機能を追加しました。 

これにより、多治見市の資料を検索した後、東濃 5 市の各図書館

の所在情報を確認することができ、地域の図書館資源の有効活用

ができるようになりました。カーリル社の「とことんサーチ」は

「カーリル Unitrad Api」を活用したシステムであり、まさに地域

に根ざした資料検索システムを構築するものです。 

 

tana gallery に若手陶芸家の作品展



 

 

≪公共図書館システム「ELCIELO」≫ 

「ELCIELO」について、「私たちの声をきちんと反映するレスポンスが、とても速い。

図書館と一緒に作っていく、という実感があります。システムの購入者側と提供する側

がはっきりと分かれているのが普通だと思うが、購入し、利用しながら『ELCIELO』を

共に作り、また京セラ丸善も共に考えてくれるところが、とても楽しいと感じています」と、

評価していただきました。 

続けて、「バージョンアップの時には、次はどんな機能が追加されるんだろうと、とても

楽しくて、こちらから意見を出したことが反映されていると、それも楽しいです」と、

長年利用していただいているユーザ様だからこそのご意見をいただきました。 

京セラ丸善は、今後も多治見市図書館をはじめとする公共図書館における利用者サービス

の拡大や、図書館業務をサポートするシステム提供に努めてまいります。 

 

＜フォトギャラリー＞ 

 

 

 

＜多治見市図書館＞ 

 

所在地:岐阜県多治見市豊岡町 1-55 

館長：熊谷 雅子 

蔵書数： 485,000 冊（2016 年 3 月現在） 

サイト URL： http://www.lib.tajimi.gifu.jp/ 

 

 

英語多読コーナー 

毎月読書会が開催されている 

１F のカフェには司書の選んだ

”カフェで読みたい本”が 

並んでいる 

多治見・土岐・瑞浪 

図書館「3 市のおまつり」 

スタンプラリー 


